
1、栽培方法・施与方法
　　2012年4月18日に播種（品種：ゴールドラッシュ）
　　2012年5月17日10本2列に10gのDr.バシラスを2,000倍にしたものを散布
　　　　収穫時期は例年と同じで霜が降りるまで

２、肥料、農薬等
　　鶏糞を一反当たり」15ｋｇ×50袋
　　オール１４を一反当たり20ｋｇ×5袋
　　アズミネ石灰を一反当たり20ｋｇ×3袋

　１】収穫時の様子。

根が良く発達しておりそれに伴い太い茎のトウモロコシが出来ている。
背丈・葉についても良く成長している。
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非常に発達した根茎 



Dr.バシラスを使ったものは２次根、３次根と呼ばれる細い根が
しっかりと発達している。
この２次根、３次根が旨味に大きな影響を与える微量要素そ地
中から吸収している。

Dr.バシラスを使った方が身の粒がそろい重量のあるずっしりしたトウモロコシがとれた。
糖度はDr.バシラスを使っていない同品種のものと比較すると最高で２度強上がっており道の駅の職員からも好評を頂
いた。
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草丈
（ｃｍ）

全体重
（ｇ）

地上部重
（ｇ）

地下部重
（ｇ）

成果物重
（ｇ）

茎周り
（mm）

糖度
（度）

対照区１ 184 644 312.5 19.5 312 27 14.5
対照区２ 167 610 284.4 13.6 312 25 14.3
対照区３ 163 580 267.7 12.3 300 24 14.1
対照区４ 161 566 256 10 300 24 13.5
対照区５ 153 542 242.4 9.6 290 20 13.5
対照区合
計値

828 2942 1363 65 1514 120 69.9
対照区平
均値

165.6 588.4 272.6 13 302.8 24 14
標準誤差 5.1 17.7 12.1 1.8 4.2 1.1 0.2
処理区１ 185 792 386.6 21.4 384 29 15.8
処理区２ 178 726 372.3 17.7 336 29 14.9
処理区３ 173 694 344.9 17.1 332 27 14.9
処理区４ 171 686 343.2 16.8 326 27 14.7
処理区５ 165 658 333.1 12.9 312 25 14.7
処理区合
計値

872 3556 1780.1 85.9 1690 137 75
処理区平
均値

174.4 711.2 356 17.2 338 27.4 15
標準誤差 3.4 22.9 10 1.4 12.2 0.7 0.2
増減
（%UP）

5% 21% 31% 32% 12% 14% 7.30%

　２】評価・コメント

　４】考察
Dr.バシラスに含まれるバシラス属菌が生成する発根物質が機能し、トウモロコシの旺盛な根の生育に役立ったと考え
られる。それに伴い養分吸収が積極的に行われ地上部の成長も順調に行われ盛んな光合成が行われ、しっかりとし
た茎のトウモロコシが育ち、表からもわかるように糖度の乗った非常に美味しいトウモロコシが出来たと考えられる。
この地域ではトウモロコシが非常に有名ではあるが、トウモロコシに合った環境下で育てたものでも、Dr.バシラスを使う
優位性が非常に明確になった事例である。

　　　　　　　　　　根は32％アップ・茎では31％糖度では10％弱成果物では12％のアップをしています。

生産者からは根の生長は非常に良いと評価頂いた。
また食べると、甘みだけでなくとても美味しいトウモロコシが作れたと評価頂いた。




